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論文内容の要旨

本論文は，新規な有機イオン伝導体の開発と有機物質におけるイオン伝導の解析を目的として，高分子，有機超薄

膜，低分子系ゲ、ルの 3 つの形態のイオン伝導体について，それらの合成，物性および機能材料への応用に関する研究

結果をまとめたものであるO

本論文は，序論，本論 4 章，および総括から構成されている O

序論では，イオン伝導体の研究の背景と，本研究の目的および、意義について述べているO

第 1 章では，新しい分子設計指針に基づいて，側鎖に有機溶媒類似の構造を有するいくつかの高分子を合成し，そ

れらをホスト高分子とする無機塩複合体のイオン伝導性およびホスト高分子の誘電緩和について述べている。これら

の高分子は，比較的低いガラス転移温度を有するとともに無機塩に対して良好な相溶性を示し，高分子イオン伝導体

の新しいホスト高分子となることを見いだしている O また ホスト高分子の極性とイオン伝導度との相関を明らかに

している。

第 2 章では，新しい分子設計指針に基づいて，側鎖にエステル結合を有する一連の新規櫛型高分子を合成し，これ

らをホスト高分子とする無機塩複合体のイオン伝導性および新規ホスト高分子の誘電緩和について述べているO これ

らの櫛形高分子は，結晶化をひきおこさず，完全にアモルファスであることを見いだし，これらの櫛形高分子を用い

たイオン伝導体は，相当する主鎖型高分子を用いたものに比べて，より高い伝導度を発現することを見いだしている。

さらに，櫛型高分子の側鎖を長くすることにより，イオン伝導度が増大する現象を見いだしている O

第 3 章では，イオン伝導体の新しい形態として超薄膜に着目し，イオン伝導性単分子膜を化学吸着法によってはじ

めて作製し，超薄膜におけるイオン伝導を実現している。その結果，これらの単分子膜は，洗浄したガラスよりも表

面抵抗値が小さいことを見いだし透明性に優れる帯電防止膜としての応用が可能であることを述べている。

第 4 章では，これまで研究例のない，光・電子機能性低分子系ゲルの創製を目的として，新しい分子設計指針に基

づき新規低分子系ゲ、ルを合成し それらの物'性について述べている。これらのゲ、ルが熱処理により可逆なゾルーゲル

転移を示すことを見いだすとともに，ゲ、ル形成機構を明らかにしている。さらに，低分子系ゲルのオン伝導性を研究

し，支持電解質を含むゲルが，相当する溶液とほぼ同じオン伝導度を有することを明らかにし，これらのゲルが，国

体エレク卜ロクロミック素子の材料として応用できることを述べている。

総括では，得られた知見をまとめ，オン伝導性有機物質の応用の可能性について述べている。
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論文審査の結果の要旨

近年の電子デバイスの小型化，固体化の要求に伴い，固体イオン伝導体の開発が求められているO 本論文は，新規

な有機イオン伝導体の開発と有機物質におけるイオン伝導の解析を目的として，高分子，有機超薄膜，低分子系ゲ、ル

の 3 つの形態のイオン伝導体についてそれらの合成，物性および機能材料への応用に関する研究結果をまとめたもの

であり，その主な成果は要約すると，次のとおりである。

(1) 新しい分子設計指針に基づき，側鎖に有機溶媒類似の構造を有するいくつかの高分子を合成し，それらの高分子

が比較的低いガラス転移温度を有するとともに無機塩に対して良好な相溶性を示し，高分子イオン伝導体の新しい

ホスト高分子となることを見いだしている。また，ホスト高分子の極性とイオン伝導度との相関をはじめて明確に

している。

(2) 新しい分子設計指針に基づき，側鎖にエステル結合を有する一連の新規櫛型高分子を合成し，それらをホスト高

分子とするアモルファスイオン伝導体の開発に成功しているO また，これらの櫛形高分子を用いることにより，主

鎖型ポリエステルであるポリエチレンサクシネー卜を用いたイオン伝導体に比べて，伝導度の向上を達成しているO

さらに，櫛型高分子の側鎖を長くすることにより，イオン伝導度が増大する現象を見いだしている。

(3) イオン伝導性単分子膜を化学吸着法によってはじめて作製し，これまで研究例のない超薄膜でのイオン伝導の実

現に成功しているO その結果，これらの単分子膜は，洗浄したガラスよりも小さい表面抵抗値を有することを見い

だし，透明性に優れる帯電防止膜として応用できることを明らかにしている O

(4) これまで研究例のない光・電子機能性低分子系ゲ‘ルを合成し，これらのゲ、ルが熱処理により可逆なソ守ルーゲ、ル転

移を示すことを見いだしている O さらに，低分子系ゲ、ルのイオン伝導性を研究し，支持電解質を含むゲルが，相当

する溶液とほぼ同じオン伝導度を有することを明らかにするとともに，これらのゲ‘ルが固体エレクトロクロミック

素子の材料として応用できることを明らかにしている。

以上のように，本論文は新しいホスト高分子の分子構造とイオン伝導性との相関を明らかにし，固体イオン伝導体

の性能向上のための分子設計指針を得るとともに，新しい形態のイオン伝導性物質を開発しており，材料化学，高分

子化学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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